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校地面積　67,456㎡
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ロータリーから、旧体育館跡地を見ています。
ソフトテニスコートになりました。

昇降口を通り抜けて、旧文化部室棟跡地です。
立派な体育館ができました。

校舎と体育館の間です。文化部室棟の面影は残ってい
ません。

３階の音楽室が見えます。下にある建物は、新文化部
室棟です。

弓道場を抜けて、裏道へまわります。

焼却炉、スタンドの跡地です。駐車場になりました。

正門前です。ロータリーも以前とは変わっています。

柔剣道場はサブアリーナに、吹奏楽部室は駐車場にな
りました。
弓道場が新しくなりました。
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●⑤

　

創
立
１
２
０
周
年
に
合
わ
せ
て
平
成
25
年
に
新
体
育
館

竣
工
。
翌
26
年
に
管
理
棟
外
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
工
事
が
完
了

し
、
浜
田
高
校
が
少
し
様
変
わ
り
し
ま
し
た
。
今
回
は
写

真
で
浜
田
高
校
の
今
の
姿
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
企
画
に
し

ま
し
た
。
校
舎
の
変
化
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

浜
田
高
校
今
昔

昭和48年当時の航空写真

浜
田
高
等
学
校
校
舎
配
置
図
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医療・福祉 社会福祉法人　いわみ福祉会 情 報 通 信 石見ケーブルビジョン株式会社

金融・保険 日本海信用金庫 Ｉ Ｔ 関 連 テラテクノロジー株式会社
松江R&Dセンター

製 造 マルハマ食品株式会社 行 政 浜田市役所

製 造 株式会社ケイ・エフ・ジー 教 育 島根県教育庁学校企画課

製 造 シマネ益田電子株式会社 製 造 石見食品株式会社

薬 剤 （株）YOIKOホールディングス 卸売・小売 株式会社ホンダカーズ石見

建 設 株式会社原工務所 情報・出版 株式会社山陰中央新報社

医療・福祉 社会医療法人仁寿会

種　　　　　別 現 役 生（延べ数） 過年度生（延べ数） 合　　計（延べ数）
国 立 大 学 46(　49) 14(　14) 60(　63)
公 立 大 学 14(　17)  2(　　2) 16(　19)
私 立 大 学 72(166)  6(　51) 78(217)
公 立 短 大 　4(　　6) 0 　4(　　6)
私 立 短 大 　4(　10) 0 　4(　10)
看 護 16(　39) 0 16(　39)
専 門 学 校 13(　15) 0 13(　15)
大 学 校 等 　0(　　2) 0 　0(　　2)
就　　職（公務員） 5 0 5
就　　職（一　般） 0 0 0

平成28年度　進路状況HIRAKU ミライ説明会参加企業（６月21日実施）
３年生を対象に、企業説明をしていただきました。

　

弓
道
部
は
昭
和
35
年
に
同
好
会
か
ら
始
ま
り
、
翌

36
年
に
正
式
に
創
部
さ
れ
て
か
ら
56
年
間
、
活
動
を

し
て
き
ま
し
た
。
現
在
、
43
名
の
部
員
が
日
々
活
動

し
て
い
ま
す
。
道
場
は
、
平
成
25
年
の
新
体
育
館
の

完
成
に
合
わ
せ
て
新
築
さ
れ
た
立
派
な
道
場
で
は
あ

り
ま
す
が
、旧
弓
道
場
と
同
じ
大
き
さ
で
あ
る
た
め
、

間
口
が
７
ｍ
と
非
常
に
狭
く
、
６
人
立
ち
で
練
習
す

る
と
射
手
間
隔
が
１
１
０
㎝
に
な
り
、
の
び
の
び
と

し
た
打
ち
お
こ
し
や
、
弓
倒
し
を
す
る
こ
と
は
で
き

ず
、
窮
屈
な
思
い
を
し
な
が
ら
練
習
し
て
い
ま
す
。

練
習
試
合
を
す
る
に
も
手
狭
で
、
公
式
試
合
を
す
る

こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
練
習
試
合
を
す
る
時
は
、
近

隣
の
高
校
へ
行
く
か
、
益
田
市
の
公
営
道
場
に
通
っ

て
い
ま
す
。

　

普
段
の
練
習
時
は
、
道
場
の
周
り
が
駐
車
場
に

な
っ
て
い
る
た
め
、
巻
藁
練
習
は
外
で
行
い
ま
す
。

人
数
が
多
い
の
で
、
車
の
出
入
り
に
注
意
し
な
が
ら

の
練
習
で
す
。

　

練
習
す
る
環
境
は
厳
し
い
も
の
が
あ
り
ま
す
が
、

　

浜
田
高
校
書
道
部
は
浜
田
高
校
創
立
以
来
か
ら
続

く
歴
史
あ
る
部
活
動
で
す
。
今
年
も
そ
の
歴
史
あ
る

部
活
動
に
新
入
部
員
が
入
り
ま
し
た
。
も
ち
ろ
ん
沢

山
！
と
言
い
た
い
と
こ
ろ
で
す
が
、
現
実
は
た
っ
た

の
２
人
。
現
在
３
年
生
が
３
人
、
２
年
生
が
２
人
で

す
か
ら
、
３
年
生
が
引
退
す
る
と
た
っ
た
の
４
人
。

80
人
の
部
員
が
在
籍
し
て
い
た
時
代
を
振
り
返
る

と
、な
ん
と
も
か
わ
い
ら
し
く
さ
み
し
い
人
数
で
す
。

　

で
す
が
、
活
動
は
変
わ
り
ま
せ
ん
。
相
も
変
わ
ら

ず
コ
ン
ク
ー
ル
に
向
け
て
作
品
制
作
を
し
て
い
ま

す
。
昨
年
度
は
本
校
生
徒
が
高
校
書
道
展
で
高
校
生

総
合
文
化
祭
推
薦
作
品
に
輝
き
、
今
年
度
の
宮
城
総

文
祭
に
出
場
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
約

10
年
ぶ
り
の
快
挙
と
の
こ
と
で
し
た
。

　

ま
た
、近
年
で
は
各
方
面
よ
り
お
声
を
い
た
だ
き
、

地
元
浜
田
を
は
じ
め
市
外
で
も
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン

ス
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
定
期
的
な
イ
ベ

ン
ト
だ
け
で
な
く
、
飛
び
込
み
の
依
頼
も
含
め
る
と

毎
月
何
か
し
ら
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
行
っ
て
い
る

状
態
で
す
。
文
面
か
ら
何
か
ら
す
べ
て
自
分
た
ち
で

考
え
て
い
る
の
で
、
な
か
な
か
精
神
的
に
厳
し
く
、

平
成
15
年
以
降
、
イ
ン
タ
ー
ハ
イ
へ
個
人
で
２
度
、

全
国
選
抜
大
会
へ
団
体
で
１
度
、
個
人
で
２
度
出
場

を
果
た
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
中
国
大
会
へ
は
毎
年

の
よ
う
に
団
体
、個
人
で
出
場
を
果
た
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
活
躍
に
期
待
し
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

時
に
ぶ
つ
か
り
あ
い
、
時
に
い
じ
け
あ
い
、
て
ん
や

わ
ん
や
で
計
画
を
進
め
て
い
っ
て
い
ま
す
が
、
パ

フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
終
わ
る
と
生
徒
た
ち
は
皆
一
様
に

晴
れ
晴
れ
と
し
た
表
情
を
浮
か
べ
て
い
ま
す
。
が
、

生
徒
た
ち
に
言
わ
せ
る
と
「
そ
の
過
程
全
て
が
楽
し

い
」
ら
し
い
で
す
。
な
ん
だ
か
青
春
っ
て
こ
う
い
う

の
を
言
う
の
か
し
ら
、
と
こ
ち
ら
も
心
が
あ
っ
た
か

く
な
っ
て
き
ま
す
。

　

そ
ん
な
一
生
懸
命
さ
が
地
域
に
伝
わ
れ
ば
い
い
な

と
今
後
も
コ
ン
ク
ー
ル
に
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
と
頑

張
っ
て
い
こ
う
と
思
い
ま
す
。

弓
道
部　
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浜
高
Ｏ
Ｂ
・
Ｏ
Ｇ
訪
問
記
【
５
】

和
田
　
誉
司
さ
ん
（
第
53
期
）

ガ
ン
バ
ッ
テ
ま
す
！

○
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
紹
介

和
田
誉
司（
わ
だ　

た
か
し
）34
歳

　

出
雲
市
立
第
三
中
学

校
、
浜
田
高
校
（
53
期
）、

立
教
大
学
卒
業
後
、
松
江

商
業
高
校
で
監
督
を
務

め
、
現
在
浜
田
高
校
２
年

目
の
勤
務
。

○
高
校
時
代
の
思
い
出

　

・
浜
高
の
イ
メ
ー
ジ
は
…
。

や
は
り
、
ま
ず
最
初
に
思
い
浮
か
ぶ
の
は
浜
高
祭
で

し
ょ
う
か
。
一
年
生
の
頃
は
浜
高
祭
の
盛
り
上
が

り
、
体
育
祭
の
応
援
合
戦
な
ど
圧
倒
さ
れ
た
こ
と
を

思
い
出
し
ま
す
。
応
援
合
戦
を
観
に
地
域
の
方
も
た

く
さ
ん
来
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
あ
と
は
Ｔ
Ｈ
Ｅ
文
武

両
道
の
学
校
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま
す
。
と
に

か
く
勉
強
も
部
活
も
頑
張
る
ぞ
、
と
い
う
学
校
の
イ

メ
ー
ジ
で
し
た
。

　

・
浜
高
で
野
球
を
や
ろ
う
と
思
っ
た
き
っ
か
け
は
。

中
学
３
年
の
時
に
兄
が
浜
田
高
校
３
年
生
で
甲
子
園

ベ
ス
ト
８
ま
で
勝
ち
進
み
ま
し
た
。
甲
子
園
で
の
戦

い
は
全
試
合
応
援
に
行
き
、
浜
田
高
校
に
行
け
ば
必

ず
甲
子
園
に
行
け
る
と
思
い
進
学
し
ま
し
た
。
ま
た

大
学
で
も
野
球
を
続
け
た
い
と
思
っ
て
い
た
の
で
、

進
学
の
こ
と
も
考
え
て
選
び
ま
し
た
。

　

・
野
球
部
の
部
員
と
し
て
の
思
い
出
を
教
え
て
く
だ

さ
い
。

２
年
の
夏
休
み
の
練
習
は
強
烈
に
覚
え
て
い
ま
す
。

毎
日
朝
の
９
時
か
ら
夜
の
８
時
か
９
時
ま
で
練
習
で

し
た
。
気
づ
い
た
ら
部
室
に
い
て
、
ま
た
練
習
し
て

の
繰
り
返
し
だ
っ
た
気
が
し
ま
す
。
当
時
は
ま
だ
練

習
中
に
水
を
飲
ん
で
は
い
け
な
い
時
代
で
し
た
が
、

下
級
生
が
練
習
中
に
熱
中
症
で
運
ば
れ
た
こ
と
を

き
っ
か
け
に
水
分
補
給
が
許
可
さ
れ
た
の
も
私
た
ち

の
時
代
か
ら
で
し
た
。
そ
れ
ま
で
も
ト
イ
レ
に
行
く

ふ
り
を
し
た
り
し
て
隠
れ
て
飲
ん
で
ま
し
た
け
ど

ね
。
そ
の
お
か
げ
か
２
年
の
秋
季
大
会
で
は
優
勝
す

る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。
中
国
大
会
で
は
初
戦
で
敗

退
し
甲
子
園
に
は
行
け
ま
せ
ん
で
し
た
が
良
い
思
い

出
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

・
寮
生
活
の
思
い
出
を
教
え
て
く
だ
さ
い
。

当
時
は
４
人
部
屋
が
す
べ
て
の
部
屋
で
ほ
と
ん
ど
埋

ま
っ
て
い
る
く
ら
い
寮
生
が
い
ま
し
た
。
最
初
は
他

人
と
の
共
同
生
活
と
い
う
こ
と
で
ホ
ー
ム
シ
ッ
ク
に

か
か
る
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
が
、
慣
れ
て
い
く
と
本

当
に
居
心
地
が
よ
く
実
家
に
帰
る
の
が
面
倒
に
な
っ

て
い
ま
し
た
。
お
風
呂
で
は
当
時
流
行
し
て
い
た
歌

を
大
き
い
声
で
歌
っ
て
先
生
に
注
意
を
受
け
た
り
も

し
ま
し
た
。

○
お
兄
さ
ん
と
の
思
い
出

　

・
お
兄
さ
ん
（
和
田
選
手
）
と
の
面
白
エ
ピ
ソ
ー
ド

な
ど
あ
れ
ば
教
え
て
く
だ
さ
い
。

面
白
く
は
な
い
の
で
す
が
、
兄
が
３
年
生
の
夏
の
大

会
の
時
の
こ
と
で
す
。
初
戦
の
淞
南
学
園
（
現
立
正

大
淞
南
）
戦
で
先
発
し
た
の
で
す
が
、
調
子
が
悪
く

途
中
で
リ
リ
ー
フ
を
仰
ぎ
な
ん
と
か
初
戦
を
勝
ち
ま

し
た
。
試
合
後
、
出
雲
の
実
家
に
兄
が
帰
省
し
て
き

て
、
そ
の
日
の
試
合
の
ビ
デ
オ
を
母
と
私
と
兄
の
３

人
で
見
な
が
ら
、
ピ
ッ
チ
ン
グ
フ
ォ
ー
ム
の
こ
と
を

「
こ
う
し
た
ら
い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
、
あ
あ
し
た
ら

い
い
ん
じ
ゃ
な
い
か
」
と
模
索
す
る
と
い
う
こ
と
が

あ
り
ま
し
た
。
そ
の
お
か
げ
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん

が
、
そ
の
後
１
試
合
ご
と
に
徐
々
に
調
子
を
あ
げ
、

甲
子
園
ベ
ス
ト
８
ま
で
勝
ち
進
み
ま
し
た
。
も
し
そ

の
時
の
母
と
私
と
兄
の
３
人
に
よ
る
時
間
が
無
け
れ

ば
…
、
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
で
す
。

　

・
今
で
も
、
お
兄
さ
ん
と
の
野
球
談
議
や
、
監
督
と

し
て
、
野
球
の
こ
と
に
つ
い
て
の
ア
ド
バ
イ
ス
な

ど
を
も
ら
っ
て
い
ま
す
か
。で
き
れ
ば
詳
し
く
…
。

実
際
に
会
っ
て
話
を
す
る
の
が
年
に
１
回
か
２
回
く

ら
い
し
か
な
い
の
で
す
が
、会
え
ば
や
は
り
野
球
の
話

に
な
り
ま
す
。
特
に
昨
年
私
が
浜
田
高
校
に
赴
任
す

る
こ
と
が
決
ま
っ
た
際
に
は
色
々
な
こ
と
を
聞
い
た

り
、ア
ド
バ
イ
ス
を
も
ら
っ
た
り
も
し
ま
し
た
。特
に

兄
に
言
わ
れ
て
印
象
に
残
っ
て
い
る
の
は
「
浜
田
高

校
の
復
活
は
浜
田
高
校
の
野
球
を
し
て
甲
子
園
に
い

く
こ
と
だ
」と
言
わ
れ
ま
し
た
。そ
の
意
味
を
し
っ
か

り
と
考
え
て
指
導
に
あ
た
る
よ
う
心
が
け
て
い
ま
す
。

○
現
在
の
浜
田
高
校
に
つ
い
て

　

・
浜
田
高
校
へ
の
赴
任
が
決
ま
っ
た
時
の
気
持
ち
を

教
え
て
く
だ
さ
い
。

こ
ん
な
に
早
く
自
分
が
や
ら
せ
て
も
ら
っ
て
い
い
の

だ
ろ
う
か
？
と
い
う
の
が
素
直
な
感
想
で
す
。
島
根

県
内
で
高
校
野
球
の
監
督
を
し
て
お
ら
れ
る
浜
田
高

校
野
球
部
Ｏ
Ｂ
の
方
は
た
く
さ
ん
お
ら
れ
ま
す
。
そ

の
中
で
先
輩
方
を
さ
し
お
い
て
、
と
い
う
気
持
ち
で

し
た
。
し
か
し
決
ま
っ
た
以
上
、
言
い
訳
も
で
き
ま

せ
ん
し
、
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
も
感
じ
て
い
ま
す
が
や
る

し
か
な
い
と
い
う
気
持
ち
で
す
。

○お電話でのお申込   ℡0855-25-9220 「ふるさと寄附のパンフレットを希望」とお伝えください。

○インターネットでのお申込　以下のサイトよりお手続きください。
　 ふるさと寄附特設サイト   http://furusato-hamada.jp/
　 ふるさとチョイス   http://www.furusato-tax.jp/japan/prefecture/32202

※インターネットでの申請時のみ、各種カード決済がご利用可能です。

お申込方法   お電話、またはインターネットにてお申込ください。

◆ 資料請求・その他お問い合わせ先 ◆
島根県浜田市役所　産業経済部　ふるさと寄附推進室
〒697-8501 島根県浜田市殿町1番地　 0855-25-9220（直通）　 0855-23-8890

ふるさと納税はこのように活用しています
～全国初！ 高齢者の運転免許返納支援～

浜田市のふるさと納税の使い道の一つ「高齢
者福祉および地域医療の充実に関する事業」に集
まった寄附を活用して、70歳以上の運転免許自
主返納者に対してバスやタクシーを利用できる「敬
老乗車券」の無料交付を平成29年1月4日から開始
しました。この事業は、70歳以上の免許返納者
に敬老乗車券5冊（１万5,000円相当）を無料交付
するものです（無料とするのは返納後の１回限り）。
マイカーを手放したときの経済負担を軽減するこ
とで深刻化する高齢ドライバーによる事故を減ら
す目的としています。

その他にも「動物愛護推進事業（不妊去勢手
術助成金）」、「小学校の維持補修費（黒板取替
え）」などの事業の財源
にふるさと納税を活用
しています。

引き続きご支援よろ
しくお願いします。

大好評受付中大好評受付中

浜田市ふるさと寄附
～ふるさと・浜田市を応援してください～

浜田石見神楽社中連絡協議会
高円宮殿下記念地域伝統芸能賞受賞
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。○お電話でのお申込   ℡0855-25-9220 「ふるさと寄附のパンフレットを希望」とお伝えください。
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※インターネットでの申請時のみ、各種カード決済がご利用可能です。

お申込方法   お電話、またはインターネットにてお申込ください。

◆ 資料請求・その他お問い合わせ先 ◆
島根県浜田市役所　産業経済部　ふるさと寄附推進室
〒697-8501 島根県浜田市殿町1番地　 0855-25-9220（直通）　 0855-23-8890

ふるさと納税はこのように活用しています
～全国初！ 高齢者の運転免許返納支援～

浜田市のふるさと納税の使い道の一つ「高齢
者福祉および地域医療の充実に関する事業」に集
まった寄附を活用して、70歳以上の運転免許自
主返納者に対してバスやタクシーを利用できる「敬
老乗車券」の無料交付を平成29年1月4日から開始
しました。この事業は、70歳以上の免許返納者
に敬老乗車券5冊（１万5,000円相当）を無料交付
するものです（無料とするのは返納後の１回限り）。
マイカーを手放したときの経済負担を軽減するこ
とで深刻化する高齢ドライバーによる事故を減ら
す目的としています。

その他にも「動物愛護推進事業（不妊去勢手
術助成金）」、「小学校の維持補修費（黒板取替
え）」などの事業の財源
にふるさと納税を活用
しています。

引き続きご支援よろ
しくお願いします。

大好評受付中大好評受付中

浜田市ふるさと寄附
～ふるさと・浜田市を応援してください～
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在京浜田高校11期（士会）同期会
時：平成２８年１０月２５日㈫～２６日㈬　　所：熱海：ニューフジヤホテル
参加者数は２２名と従来に比べ少ない感じ、島根県から３名の出席を得ました。特にＫ君は卒後初
めての参加、けれども本人の体調不良や家族の介護等参加が困難な方々もありました。
今回は卒後初公開『還暦の集い』『６５歳の集い』の若き時代の顔・顔・顔を顧みるビデオ映像を見
て、短い時間ではありましたが旧交を温め楽しい一時を過ごしました。
来年の『喜寿の集い』を目標に再会を期した。　　　　　　　　　　　　　　　（11期　藤田卓造）

在京同窓会
時：平成28年11月26日㈯　　所：アルカディア市ヶ谷

祝酉年　浜高３期同窓会
時：平成29年５月21日㈰
所：ホテル川隅

浜田高校16期同期会を行いました。
時：平成29年４月22日㈯
所：浜松町　アエン芝離宮店

浜高第６期商業科同窓会
時：平成28年10月24日㈪・

25日㈫
所：道後温泉古湧園

浜高同窓会総会
時：平成28年８月13日㈯　　所：浜田ワシントンホテルプラザ

晩秋の佳き日に220名余が出席し盛大に開催されました。
イベントは、ギター奏者の岡山彰さん（45期・バークリー音楽院出身）を迎え軽快なファンクジャ
ズの演奏が披露され、終盤の校歌に続く応援歌で会場は最高潮に達しました。
本年も多くの同窓生の皆様に再会できることを楽しみにしております。　　　　（31期　脇田一郎）

７回目に巡ってきた酉年（84
歳）の同窓会です。
昭和21年終戦の翌年に、外地
よりの引揚者・復員軍人・戦
災で疎開してきた仲間達。旧
制の中学・女学校に入学して
６年間共に学んだ、時代に翻
弄された懐かしい友達。故郷
の勇壮な神楽を楽しみ、３年
後の米寿への再会を約束しま
した。　　　　（３期　久保）

東京近郊在住の第16期生は2002年以来、不定
期ですが、長見晃君の声掛けで同期会を行っ
ています。
今年は、岡山、大阪、京都、富山、さらに浜
田からの参加者を含め17名で開催しました。
卒業後52年ぶりの再会という人もいて、大変
盛り上がったことはいうまでもありません。

（浜高16期　平島孝美）

２年毎の各地持廻わりの企画
で、今回は広島の大迫勉氏が
企画してくれて愛知、兵庫、
大阪、島根、東京等から元気
に参加しましたが、大迫氏は
当日、体調不良で不参加とな
りました。
　　　　　（６期　森脇秀夫）

私たち32期が幹事を務め、253名のご参加のもと、盛大に開催することができました。
恒例により、島根県立大学別科助産学専攻准教授　狩野（吉川）鈴子さんに「島根の地で助産師
を育てる」という演題で記念講演をして頂き、また、石見神楽の笛やゴスペルを同級生に披露し
て頂きました。
ご参加頂きました皆様に、心から感謝申し上げますとともに、33期以降、後輩の皆様方には、伝
統ある浜高同窓会をいつまでも引き継いで頂きますよう、よろしくお願いいたします。

　（32期代表幹事　木屋　誠）

８期　亀のろ会
時：平成２９年４月２０日㈭～２１日㈮　　所：熱海ニューフジヤホテル
参加者２９名（今回も四国、浜田、関西、中部からも参加）
お互い元気で、故郷のことや近況を語りあって、楽しいひと時を過ごしました。
翌日は、大正・昭和の浪漫あふれる名邸　起雲閣（熱海市指定有形文化財）
を見学後、散会しました。　　　　　　　　　　　　　　（８期　野澤　浩）

名 称／会 長 連　　絡　　先 電話／E-mail 総会時期
浜高同窓会（本部）／土田好明（19期）
在京浜高同窓会／久代敏男（17期）
近畿浜高同窓会／戸津川明克（9期）
浜高広島地区同窓会／山崎健三（14期）
九州・山口浜高同窓会／吉田利治（9期）
在松亀山会／若佐博之（9期）

浜田市黒川町3749 浜田高校　同窓会事務局
千代田区紀尾井町3-29 NGA紀尾井町ビル201号室  田原大三郎法律事務所内　田原大三郎（17期）
京都市中京区橋本町487-7　吉澤利治（36期）
広島市安佐南区長楽寺一丁目61番6号　宮田浩二（29期）
北九州市戸畑区土取町14-11　大里葉子（11期）
松江市魚町10番地　山陰合同銀行　河上敬介（43期）

0855-22-0042　hamada-hs@edu.pref.shimane.jp
03-3237-9500　tsuchihashi@tabara-law.com
075-256-7608　
090-1352-5990
093-882-7983　yosida14817@hb.tp1.jp
0852-55-1845

８月
11月
２月
10月
10月
10月
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32期同窓会
時：平成28年８月13日㈯
所：浜田ワシントンホテルプラザ

9F 銀坐

同窓会総会の幹事役を終えて、尾﨑太郎先生と大海英美先
生をお招きし、総勢109名で賑やかに思い出話に花を咲か
せながら、楽しいひとときを過ごしました。
今後とも、機会あるごとに再会しようと誓い合いました。

　　　　　　　　　（32期　木屋　誠）

平成29年度に開催される地区同窓会、
同期会の写真・記事がありましたら、
来年５月までにファイルまたは郵送で
お送りください。
記事の掲載に関しては、編集委員会に
一任ください。広告募集中！

広告・写真・記事募集の
お願い


